








要約 1990年 4 月 1日から 1992 年 1 月末日までの期間に、宮崎県下の 5病院(公立病院 2、

開業産婦人科医院 3)の産科で出生した新生児について調査した。 

出生した新生児数は、死産の 14 も含めて 3,730 であった。そのなかで、生後 1週間以内に

先天奇形を持つと診断し得た症例は 22例[左膝蓋骨欠損;1 例、左軸前性多指;1 例、左ⅣV/

Ⅴ合趾;2 例、左軸後性多合趾;1 例、両側Ⅱ/Ⅲ合趾;1 例、右第Ⅱ・Ⅲ趾低形成;1 例、口蓋

裂;2 例、口唇裂;1 例、先天性小腸閉鎖;1 例、心室中隔欠損;1例、右尿管水腫+水腎症+鎖

肛;1 例、下顎骨無形成+小口+口蓋裂;1 例、臍帯ヘルニア+直腸肛門奇形+性別不明;1 例;18

トリソミー;1 例、Down 症候群;2 例、骨系統の多発奇形(仙骨無形成、下肢低形成);1 例、

右ホルネル症候群;1例、尿道下裂;1 例、先天性水頭症;1 例]であった。これらのうち、骨

系統の多発奇形を認めた症例の母親がインスリン依存性糖尿病であり、そのための奇形で

あると推測されたが、その他の症例については原因となる要因を見出せなかった。 


